
高梁川流域の

伝統的な行事と芸能
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　「渡り拍子」は、華やかな衣装の踊り子が、飛ぶように舞う踊りです。

　岡山県西部一帯、広島県東部に秋祭りの供奉楽として伝えられ、現在、備中町をはじめ、市内

各地で行われています。

　踊りの始まりは、神功皇后が戦いを終えて帰って来た時のものであるとか、朝鮮から使者が

来た時に舞われたとの言い伝えもあります。

　「渡り拍子」は頭にかぶる衣装で、尾長鶏の羽を使った「鳥毛の渡り拍子」と、造花を飾りつけ

た「花笠の渡り拍子」のふたつに分けられます。どちらも太鼓を４人で打ち、拍子木・鉦などを打

ち鳴らしながら乱舞します。
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